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高校生における学友関係の実証的研究

本校生の悩承における学友関係の一慧察

本校生の学友関係の実態に関する一;噂察

本校生の学友IMI係の災団場面にIHIする－考察

その１，

その２，

その３０

横山 一郎

觜えるか，現夷の蛸関係の中に埋没し（とくに学校教育

の歴史的な考察における問題提示にとどまり），学校敦
の

肯を場あたりＩＭＩに現突に適用させようとしているか」ＣＤ

立場を明誌にする必要があろう。これらの立場の明確さ

がsociallorceの受けとめ方と関辿をもってくるもので

あろうから。

人間形成をとなえる限りにおいて現在の学校教育を直
Ｓ） 

摸し，歴史的に雅礎的社会と切り離さｵLた存在から，教

育夷輩の現実態と社会進歩の方Iiilとを統一的にとらえる

必要があろう。

現実態としての地学，就職の間皿（学校教育の実態の

全てという意味ではないが）そのとらえかたにおいて多

櫛であるにしても，現在のとくに高校歎育に影響を与え

ている（影糯の与え方については各分野研究がある）こ

とは否定できない11F実である。

そしてその影塀の与えられたが，既述の矛盾を生じせ

しめている大きな因子と思われる。が，それら矛盾の中

て学校教育が進行していることを考えるとき，その矛崎

や，それらの問題の所在を明かにすることl二努力をはら

わなければならないだろう。そうすれば現在の高校生活

の断芹，あるいは統一の正しいとらえかたもできてくる

のではなかろうか。
ｑ） 

ilL学，就職の1111皿1こついてもこれを歴史的iこ位趣ずけ

て番案するとき'二，巍庄のようにこれらがかつて承られ

ないような隅民的関心PIFとなったのは我が医においては

特辮歩訟を承尤にしても,大正末ﾉﾘlから昭和の初めで
ある，それ以後除々lこ学校教育への形彌は大きくなり二

1．研究の目的

ｌ） 

ｉiii核教育が社会力(SociaIlOTcc）とどのようlこ対して

いくべきか，又社会力をどのように受けいれていくべき

か、再吟味する必要があるようである。

近年，学校教育のあり方については！いろいろの特性
Z） 

が含まれるが，その目標の前面lこ人1m形成をあげている

ところに大きな意義を設いださなげれぼならない｡人EII

形成の用語が抽象的であるが故に，教育の場ではややも

すれば具体的馴染のために，人間形成は側而においてや

られてしまうこともある。

又これらの目標の変化の過程に承られるような偏知主
餉

襲と人EII形成の対比の研究が現在のこれら｡､教育目標の

恵軽を明確に位殴十けているようでもある。

しかし現実lこ意図的教育としての学校歎育において，

しかもとくに高校における「現実の働きかけ」は人間形

成の教育の業繍に足ぷ段を強いているような而のあるこ

とも承のがすことはできない。

信価的には人１１８形成をとなえながら，又侭知主義の騨

鱒を理解しながらも，ある場合にはそれにＩＨＩ接的寄与を

加えながら足ぶ承をさせるような矛lHiを存{Eさせている

ようである。このような矛后の現象はsocialforceの裡

推さと学校教育の幽維を痂切【こ味わＬせ，さけられない

「現実なのだ」と云う川語で，その内容への近接した働

きかけをわすれた姿を浮きぽりlこするようである。

学校教育を「現爽の鯛関係の中から，Ｗｉたな発展の可

能性を見い出し,その可能性とのかかわりで学校教育を

Ａ,Ｋ,CPttnwayEducatnonnndSociety福永玄祥択（歎育と社会）1953.p79関書院

①波多野完治現代数育学（敬行学霞講）】961.pp2-岩波書店
②清水侭弘〃〃〃pp59～〃

③清水幾太郎〃（験Tgi哲学）1960.p`10．〃
④長、折〃〃〃pp209-213〃

⑤上原岬禄〃（教育思想）1961.pp314～315〃
度本一郎他，個性の診断，教育鯵新選書1961,Pp7-8杖書店

川合瀧，歓育実輩の細識化と教育研究。現代軟育学，1961,第17巻ppll4-115岩波苫店

清水後太郎，社会的人IMj論，195仏p39,pp77-89ノ(l川書店
小川利夫，進学と就職，現代歓育学，1961節16巻pp26-27岩波譜店

富坂哲文，進路指装の現代的意錐，剛民教育と生活指導，1960,plDM9～153明治図替

1） 

2） 

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
 

３
４
５
６
７
 

－１５－ 



-アー

１） 

加瀬の宵fF期を生じせしめたり，もろもろの新しい現象

を生じせしめている。
Ｚ） 

近年の辿学率や教育の１１１民的最低限の移行は青年lIIlUD

分裂，自殺，不良化，学NII意欲，学力のゆが承，生從IIU

の分裂など時代の変化という尺度からだけでは魂Iyjでき

ない数多くのIM1麺をなげかけている。

また時代の変化，教育EI標の変化は家族架団や，学校

｣（団の人間関係においても多くの変化を生じせしめてい

る。
３） 

勿;令，各災団の機能の減退が人IlllilU係'二も変化をおよ

ぼしていることはゆうまでもないが？これらの変化は中

学から高校への生理学的，心理学的，社会学的，もろも

ろ学習者や諏境の現象の把捉やその指導i二おいて，新し

い知的働きかけを要求している。

社会のもろもろの因子とllIl係をもちながら個体はそれ

の因子と関係をもったり，あるいは独自の働きを発現し

ている，それらが，人１１１１形成材料として現に存在してい

る以上繰りかえし確認しなければならない「近接」を。

そしてその近接にあわせ逆接的にsocialIbrceをあきら

かにすることを風しなければならない．

一方知識として人間形成lこ'11Iする学習は，意図的，無

意図的に（観念的な面もあらうが）災施されてきた。

中，高校期はこれらを信位感として受けとる時期でもあ

る（背年期の価値的欲求の商叢り，－論理，倫理，栫盃

など一を意味する），現在の学校教育では菱而的には人

11U形成をかかげ，その場が（人間形成にはまずその場を

与えることが必要である。一大学学長会蛾発表一）が失

われてゆくことにはあ堂DIilI懸質でなく，むしろ近視眼
⑪ 

的ﾘﾄﾞ象lこはヒステリックである。中学，商校期Iこ内部1MＩ
５） 

世9NLを経験しはじめるにしたがいもろもろの悩承lこそう

ぐうする，数ｍ的表現lこなるがそれらの悩承に加えて，

理想と現実のＭ趣とにあまりにも明白な聞分達の生活風

６） 

境の学校I二目をむけさせる。そして理想と現実０，距離感

をいだかせ，それらの距籠をせばめる努力を青年期の特

性であると云うことで期待する，しかし距離感の認識よ

りも以iM1に彼らをそれから述ざける結果となっているこ

とばないだろうか。
７） 

その総果は催｣;Lをもたない幼児的青年期をすごすこと

を生じさせ，析神衛生的多くのＩＭＩ題を現実に，そして将

来に多く残すことになる。又この事象と併合して歓師災

団と生徒蝶団で街仙惑や，教育活動に認議の垂を生じせ
８） 

しめていることI土将虚する必要がある。

この両梨団に差が存在することは人間形成の教育を施

すときにはとく'二陣森が大きいといわれなければならな

い。内而的距離感が応々にして耐威の否定（Ｗ年期に）

出発しているとすればこの両姫団の巾をうめることの

努力は大変なことであるが，この巾が縮まる方向へ向わ

ないとすれば学習から111発した験育はその内容を失って

しまうだろう。

今震で学校牧育全幾から，学友関係との1H1迦事象の把

彊につとめてきたが,学友HQ係を糸口にしてsocialfb正ｅ

の究明や関連がいくらかとらえられるようである｡social

forceを学校教育の目標とたえず一致させることはある

場合には必要なことである。しかしそこにば価値感の共

通化をiii１挺としななくてはならない，そしてその価値感

は宵年川の自我の目芽とともにその多くが出発すること

これらからある意味では将来の尖jm化の見通しはあかる

い，人ＩＭＩ形成の孜育が単に形式'二流れずIこ突質をたえず

たくわえることIこ研究がはらわれるならば……。教師染

団と生徒姫団のIiJが存在する場合，あるいはこのＩＩＪが狭

ぱまる方向へ同っｵﾆIこして､学友関係の存在は亜要視き

れてくる。それはある場合'二は指導の手段として生かさ

れようし，個人にとっての梢神iW生的価値，および社会

問題との関係においてもてある。これらの価(DKについて

小川利夫，進学，就職問題と教育における難外状況，現代攻育学1961,第16巻pp28～３０
小川利夫，進学，就学問題と教育の国民的妓低限，現代戟育学，
とくに家族架団の機能の減退1こついて清水後太郎氏は社会的人間論plO2で肥している。
ここで１１Iいる意味I土一綾'二用いられる異常とさすのではない，ヒステリー反応の意味である

鰻轤}繍撒の疾病.陣響,保鍵体薇学鰯蕊'95…巻,`“体育｡科学社(を参照されたい）
依IＨ新，内界の探究と悩承，尚年心理学獅座3,1959,1)P3～５企子111:鴎

依田新，内界の探究と悩承，ｉｖ年心Hg学蝋座3,1959,pp29-30

ドペス吉灯範光沢，１W年期，1951,ppl27～132白水社

⑦ウイラード，オオーラー（石山修平訳）学校梨団一その櫛迭と指導の生態-1957,1〕350～明治図杏

①中瀧孜郎，軟育についての意職，現代教育学1961,節18巻Pp168～176
⑰iltWH正文，教師と生徒，現代敬育学，1961,節16巻pp258-260

e鈴木済，教師への反抗と鑑捧，青年心ⅡH学蝿座。l959pp35-44pp59-63

④ばlAl面的なものとして⑦－，とは立場を異にするが，巾，商期に１１】を生じせしめる因子としてとりあげ
た。
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ば思われない，とくにこの紀婆の原稿になった部分瞼そ

の111発的位地である。実態の把握に観点をしぼったつも

りであるが，爽態の把握についても一面的把握の態を意

ねがれない,継縫的研究の研究目的ば，しかし研究の希

望になる。

２.研究方法

(1)，質問績法による調狂

(2)，観察法による調査

(3),２１F例研究法，而接法による調査

(1)，ソシオメトリーによる翻査

(5)，文献研究

３．各圃正の項目

（１）ＦｒＩＩ９紙法

⑦，高校生の悩承がどのようなものがあるか，それ

の綻叶的位置ずけ，および学友関係に関する悩

承，と悩承の解決法としての学友関係の位置ず

けをこCD調筵で知る。

①学友IHI係が数量的にどのように規定されるか，

それが竹輪的結びつきとどのような関係をもつ

かをAMI正で知る。

、グループ，ダイナミックスと情締的結びつきの

ＩＨＩ係，および，クラブ，ホーム・ルーム活動と

学友119係促進因子との関係を知る。

（２）観察法

⑦とくにクラブ災団などの活動を対比できるよ

うに観察十る（特別仙田ない

⑦体けい時間の特定グループの観察（抽出）

（３）珈例及び而接法

ソシオメトリーの硫認とクラブ活鋤，学友関係

変化を知る。

（４）ソシオメトリー

学友ＩＨＩ係促進の場がどこにあるか，どうような

迦櫛とIHI係があるか，場理論とのIHI係を知る。

隅査方法

l土多くの研究がなされているし，又その価iInの有意性も
】）

認めている。その研究のＩＩｌでも，とくに心JU1学の世界で

の取扱い方'二艇史的に若干の変化を承せているようであ

る。この変化が「個人の内而と外面の緊殻Illl係から生じ

たものが」，あるいば「外而からの力が内面のありかた

を正しているのか」を明かにする必要を砿じるのは不自

然なことではないだろう。そこIこどのような友人関係が

存在しているか上からを導入し，それをIlll題児の指導
】）

場面のj;d二用いず，「悩承の解決場面iこ利)fＩするl己ばど

のようにすればよいか」，「学校教育の【１１で友人関係促

進の場はどこか」，「学友1111係の中で我々が意図しなか

った教育効果（効果と云う川嬬を適切でないかもしれな

いが）はないか」などをあきらかにして承たい゜それが

人間形成の牧育場面lこしてｲi効であることは，人間形成

を主目的としなかった教育形態lこおいてもあきらかI邑人

間の人間たるためには必饗なことがとかれている。「人

IMIとは」と云う焦点が学校歎育でも問題Iこされだしたの

は，そんなに古いことではない。人ＩＨＩの規定が一郭の架

団をさす川招として使用された歴史は古い。しかし，子

供。有色人租，女性などが人１１３にして巷えられるよう'二

なったのは２０世紀【二はいってからであると云っても遇冨

ではないであろう。そこには今まで考えられていた「人

間としていた姫団【こおける友人の埴要さ」と,人間の肘

の広がりを承た現代の人ｌｌＩ１における友人119係が同様であ

るかということ【二，又一度猟点をむける必要を感じるも

のである。かつて高校が社会のニリート、に位地してい

たときの友人よりも，現代の高校進学の低辺があがって

きた，多くの個人差をもったＪＩＬりばその友人関係におい

ても異質であろうし，又その関係は社会の人１１１関係への

発展的寄与をも可能Kこするであろう。男女の友人仮設を

関係などとくにこの対象となるものと考える。これらの

社会調盃,実験をくりかえしながら，続叶的処理だけ【二

吉よわされず，検証をくりかえしながら，こつこつと繭

承正ね，継続的Ｅ研究して承たいと思う。この目的はこ

の研究が終るまでの目的でもある，しかし段隣的IこはＥＩ

己の研究の進め方が一人よがいこなりすぎてはいけない

と思うし，－部でも資料の発斐などしていくことがある

と思うが，たえずこの目的が，その内容に満たされると

1．教育研究所や，他校の悩訟の調迩を参考'二質問項

目を投定し，質問紙法で調査をおこなう，質問紙

1）⑦依111新，内界の探究と脳j;L，Tv年心理学獅座，1959聯ppl8-21

①古浦安好，学友関係的要因．戟育心理1956,第４巻p２６
，桁水幾太郎’社会的人間讃，195`1,pllO

e石崎恒次即，現代教育社会学，1956,PPMO～157理想社
⑨望月衛，青年心孤学，1951Ⅲp､7『光文社
②阪本一郎他人1MI関係の診断，教育診断法逸鶴1961,p163.
④】[京教育大学付屈商校研究紀要友人関係の促巡と人権意識をli1上させるﾎﾟﾆめの暁書指導1959

1）豊沢益，新しい生活脂導の技術，195.1,Ｐ１紫竺杏膣
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法では制限応答式を併合し，制限応答式では択一

式で行う。

2.友人関係（同学校，同学年という規準で学友関係

と同窓に解釈）の質問紙による調迩をおこなう。

3.ソシオメトリーの無制限応答を用いた調査をおこ

なう。

隅査の期日及び対象

１．悩玖の調正，３５年９月

築叶基単

性別。学年別，集団別，及び質問項目

２．友人関係の実態35年９月

３．学友関係の場に関する調正３６年６月

３６年10月

３７年12月

奈良女子大学部付属高等学校

男子７０名

男子193名

男子６８忽

女子７９名

女子227名

女子７１名
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－＄夕

視させることになっているようである。

勉強が入試制度にたえずIlll辿をもってくるようになると，そこに示される数ｍ的取扱いに敏感になり。できるだけ

自分の能力の否定まではいかず，他のあるいは周囲の条件をととのえることで自分の「数肚化できる能力」を高める

ことに悩玖を存在させてくる。

相対的自分の能力，それもすべて数丘化を通すような勉強への悩みは，人1M]科学的数肚化がおしす｣､められれば別
Ⅱ） 

であるが,入試制度が現状のままでjuiめられろとすれば，相対的悩承として，勉強そ｡Ｄものへは正対せず．「見られ

る自己」への適応として受けとられこの受けとられかﾒﾆが[１１心的位inをしめるようになるだろう。これら相対的関係

に自分をおくこともある糊合には必要なことかも，しれないが自己を高めること，これらは悩承とたえず同次元に位

皿するものと弩えられる。この高めかたlこ，自己の能力や識見や人怯'二おいてより高い位地をしめる。このためには

他よりも多くの努力や修養をつ承亜ねなければならない。もう一つは自分はそのままでも他の位地を引ずりおろせば
■） 

相対的には自己の地位が上ることになる，そのために中賜とかjUlpという形で他の人格を{研つけ欠点をさがし出す努

力をすればよい。

日本の生活習憤の中には，後者にあたるようなK肌矧根性があり，その病聾が近年の高校生の日々の現象lこ現われて

いる而はないにしても，さぐり合いは存在している。

又この相対的坐沃襲度（習慣〕の現象が宵年期の木働である悩呂LCD世界へ，あるいは自己を象つめる臘会をなくし

つＬあることも認めなければならないのではないか，たえずどこかに依存している存在，心理的離乳のおこなわれな

い，幼児的刊年期をすごしている高校生はないだろうか。学校教育から学校外の知識教育（とくに子(ili核，家庭教

師，それにマスコミの学習プロなど）は彼らを依存的な立場lここそおくことはあっても，主体的lこそして自己への投
射を可能にする条件が以1iiと同じではないであろう。封延灼な生活からは目玉性は生れてこない。この逃面的制度の
飛躯こもかかわらず，現存する背年１１）]の一つの姿はそのまま段すごすにはあまりにもことなかれ主義に撤していると

湾えなければならない。とくに男子}こおいて個性発現の場としてクラブ活動と勉強の関係Iこ商い96をしめしているこ
とにも注目しなければならない。クラブ活動が教育の目標である人11U形成には7i効な場であると考えられ，又そのお
こない方は理lu的に計画されるようである。（運動クラブについてはまだ問題がのこされているし,性別Iこよる取扱し、
にも問題点は殻されているが）これを受けとめる学習者の側で孤皿と現実をliil-湯而で経験させる。勉強との相対的
現実については統一的見解が保たれながら，クラブ活動1こついては価値感と現災のおこないには指導老の間でも同一
見解に立つことがむずかしい。クラブ活助の成果も裂爽に大学にはいった人のロから発せられればその窓獲も承とめ
られ,入試に失敗した人のﾛからのクラブ活動｡意義は無視されがちである｡クラブ活動が,M,題薗)(学校では成績不
摂者をこのようによぶ場合がある）の活ＩＭＩの場iこおきかえられている面，などこのうけとめかたにもっと指導者側の
直視を迫られているようである。

翼ｌＢの鯉鞭容姿に関しては，体機，健康など男子に商い96をしめしているのに対し女子には容姿，迦助神経など｡５） 

淡面的なことが多い点，１\平川の一般的現象もさることながら恵識としての女性と実存の女性の差異，および人IHI似
の一面がうかがえる。

没１Ｃの自分の性衝'二MUしてば，とくに女子'二おいて劣等感と脚分を関連十けているようである。とくにＢでもと
ら駿溺鴎而慰数齪面に自己の鰹騒の出発(刊年前期)がある場合,対比現象は当然のことだろう｡社交筐

,）入試制庇に関してはその痛害がいろいろ審議され，入試とその後の学習生活とのijll辿などの調迂もある。これ
ら病聾iこ対して37年10月の新UBにはこれを破極的に改善する意図が発我されている。

2＞鈴木滴，数両への反抗と崇拝，櫛年心理学灘H13.1959p53.

3）欲求との関連の象でなく，個性の発現として典険にとつぐんでいるものは対象外である。運動クラブではクラ
ブのもち方，個人の疎外の条件など，学校のクラブはまだまだ整備されなければならない多くのIMI題点をもっ
ている。

４）⑦横山一郎体育的活動の突際場面Iﾆおける男女差の爽征的研究奈典女子大文学部付属中，高研究紀要
３梨1960

①繍竺翻遡鋤乙おける'峰体…,１，`…''-1…社
、原芳男歓育的人IMU関係における年令と性，教育社会学研究’1962,pp50-5s

5〕横11，一郎体育的活動を辺して大人の拠示する人ＩＭＩ像Iこおける男女差の－考察，体育と小』!団研究会1
兆1961

－２０－ 
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これらの現象は自分と他の距離の認識からおこるものであり，教師が青年前lv1の反抗対象にして好都合であるという

ことを認議した上で彼ら(二接する必婆があろう。意見についての歎師と生徒の側で割合に意見の対立が承られないの

は位地が近くないために，拙戚が前にでてくるため意見の対立はあまりおこらないといわれているが，教師の側から

も自分の主観の思うjmuDになる生徒をもっと多面視する必要があろう。教師の樅威性を否定しだしたことは反面，教

師をより人111]的に認識しようとすることのいとなぶであることも承とめなければならない。又この時期iこ安定への要

求もその発連的特性から商いことも圃意する必要がある。反抗の裏には安定の欲求が一体となしている賜合がおうお

うに承られるから，この点に関して－紙には快楽への逃避，梨ﾛI魅への逃，鵬11Ｉ的解決,孤蹟的解決におこなうので

あろうが，商佼生の場合，これに理鎗的根拠をもたせて解決しようとする。その結果，真にたよるべきものを歓姉の

UI1に設い出すと，献身釣な尊敬の念をささげる，これらは「人IMI的敦爾への要求」という形をとることになるだろ

う。
】７

人|､的教師とほどどのようなものをさすか，いろいろな調姦がおこなわれているが，それら6,中に共通lこあること

は，「理解がある」「よく歎える」「ひいきしない」「生徒と－締'二行動する」などで，人IHI的要求が商<なること

がこれらの資料から説明できる。
Ｚ） 

これを1局郡する中で生かすとしたら，「青年へのJ1u解から出発しなければならない」だろう。青年期の反抗や虚勢

や粗暴が，ある程度意でTDI年lUlの特性であり（勿論，社会的不適応行動とは区別されなけれＩ笛ならない）指導者が週
３） 

主の経験にだけたよるような指導lこ立脚したならば，たとえば「時代の差と認ふうない」，（今日の日本のおかれてい

るほどその差のいちじるしいことばないだろう），「個人差のあることを型めない」又「目分の過去が美化されがち

であることを認めず，都合のよいことばかり前面Iこ【Ⅱ十」などはこれら理解のときは陣聾iこなる。科学的立場からの

正しい理解が婆求されてくるのである。

友人関係にBllしての内容では，「心から信頼する友人が得られない」「異性の友人が欲しいが勇気がない」にかな
４） 

り商い％がしめされている，これが心孤的発達上の特性としてこのような理Ihのあげられているのか，それともそれ

らとも関述をもつが，心理的要因以上に社会的要因Iこよってこのような条件が存任させられているとすれば，それら

の因子究明には多面的な記懲が要求されるであろう。友人，その【|]での親友のあり方【こついてもいろいろな巷え方が

のべられている。協力関係が全てであり，その中'二一次的に醜争的感情場面があったにしても，それは協力の中lこ包
印

括されるとするもの，現在の親友関係は協力と競争を|司意球において耐えているものであり，そのバランスのとり方
６） 

が親友関係を支えるとするもの，その中の情緒的関係１こついて結びつきCD要因の具体的結びつきから親友を規定して
７） 

いるもID，などとらえかたlこよっても勿論多岐にわたることはいうまでもないが，これらI土規定のしかたに慎重さが

饗求されることを裏がぎしているようである。

自己の慰めの理解者としての日記から，友人への心理的,社会的移行，これらはいわゆる自分の心をうちあけるこ

とＣできる人，自分のいうことをliHいてくれる人，Ｅ1分甑貸してくれる人．学校や生活i二ついてのミカ的な話しをす

る人，自分を慰めてくれる人を欲しているのである。

今まで（苑迷的に）家迩や学校などのことは無批判lこ受けとられたのIこ，これらに価値的欲求の高まりから不信や

，反抗が生れてくる，そしてこれらの相撲相手としての友人を求めることlこなる，これら友人の一般的条件では相対

的意味よりl引分を受けいれることに!Ⅱ点的意沫をおいていたと受けとっていのいではないか，というが現実'二は相対

的条件およびその意味がより現実をおびた社会的価Miに直繕するとなると既述の必要条件だけでは熟たされない，目

る，これを自発的供lUcD原誕とよんだ，発進に伴って内的motiwhtianがおこりそれＩこよりその樋能や特性が
使用され練習される。

鈴木洲教師への反抗と崇拝

中森孔郎教師の条件，現代教育学18巻Pl66-ウイラードウオラー石山修平訳，学校集団p310～など
鈴木澱教師への反抗と崇拝p73-76

波多野完治人IHIの成兵と学習，現代教育学２巻PP3-4などがこれらに対する重要な取扱方をしている。
田中熊次郎社会的適応と友人119係，人IIUIllI係の診断，ｐｐ,169～170.1961
その他友人関係を発迷との関巡で縦断面的'二巻察したものの巾にはこの特性に対して轄察が行われているし，
それらは全て自我との関連で税明ずけられている。
石鐵恒次郎現代敬育社会学l956ppl38-140

広岡兜蔵９月22日Ｎ・Ｈ・Ｋ.Ｔ､Ｖの「親友について」
古鎮淡好学友ＩＨＩ係的要因，教育心理第14巻l959pp26-28
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￣､ 

分と友人の関係iニパランスの測り方を必要とすることがおこってくる。親友における知能年令．興味の対象，家庭の
１） 

社会的厘済的地位はかなり商い札lIjllが承られると云われている。とくにWi神的発達の程度が同じであることが111年期

の友人関係には要求されるようである。（勿猫，類似性は必ずしも必要な条件ではない場合がある）

「異性の友人が欲しいが､i気がない」というのにかなり商い96がしめられている，中学の「異性との交際は誤解さ

れ〒沙される」からの数量的な面での脱皮はあっても，ｙＲ性との友人ＩＨＩ係Iこはたえず現在の社会意識と直結するだけ

;こ悩承の生じる原因になりやすいと考えられる，とくに内部からは第二次性徴jlilの特性的欲求と脚囲の矛li1iに直面さ

せられる部面であろう。「､j気がない」と云う譜を個人の立場の|M1皿として把握してくる渦合，性格上の119題よりも

異性への友人関係の求め方における意識の遮塗の軟弱さに起因している場合が応々に承られる。

又社会的な条件が，いわゆる生活橡式からくる習慣的圧迫I黄，封廸下においては，女子は人|mとしての慣(Ⅱ(が承と

められる機会がなく，女子肱好奇心の対象としての存在としかうけとられなく，それらの関係は人間的存ｊｌＥとは考え

られなかった，自分達の行動の出発には価値を存在させ，そｵLが，価M[を否定した１Ｍ閥の圧迫との１mには相当の功気

が必要とされるであろう。函気にはこのような両考の意味を含んで，関係を生じさせる陣瞥の一つとなっている。

友人，親友がないのでさびしいとうったえているものがあるが，これらの説明確以上のようなもろもろの因子との関

係から生じていると考えられる．

表３悩承の実態その３
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人生，社会に関する悩融の中で，「社会が矛盾にみちている」とこたえたものと，「人生ばいかに生<べきかわか

らない」というのが高い96をしめしている，又女子で「何のために学IMIするのかわからない」(こ相当高率解答をして

いるようである。１Ｍ年期に社会の矛厭を惑ずることはJ､魁と現実の距離がある以上おこることだろうが，近年の家族

関係や生活習佃の通いはよけいにこれらの典lこ対する悩承を生じさせているようである。女子の「何のために学問を

ナろのかわからない」にかなり商い％があることl二ついて，男子では中学時代の後期Iここのような悩承をもつものが

多くなってくるようである。この睨明が倒分の学問の認賊か，他の人のための学1111か認識によっても変ってくるだろ
Ｚ） 

う。女子の場合には学問の緒采と女子の生活{勲とが直綾しにくい契尭や学校の制度が，そして学lulと学校の勉強とだ

けのぽむEをした肴えかたの中に瞳，大学へはいるための勉強，就職のための勉強，それらがあまりにもはっきりした

自己利害にむすびつくだけに理想を価値の蛾高峰においているこのH1二代にば悩承の内容となるのであろう。

郎
新
夫

次
一

恒鏑
臼
田

石
佐
野

現代教育社会学1956,ppl37-138

内界の孫究と催承，宵年心理学』擁E1959p､20など。

婦人公翁（３月号）1963で女子学生亡燭講lこ側して文学部や家i:k学部のあり方Iこ-つの提案を
拭承ている。

1） 

2） 

－２３－ 



午千孑厚

余暇の利用に関しても，「いろいろなことに気が散る上「勉強におわれて時IIBがない」などにかなり商い％が承ら

れる。とくにやりたいことが思うようにできない場合，精神衛生の条件として惑い条件へおいこむことになるし，い

ろいろ現象をおこしているのであろう，文化の発達が「気を散らす」条件を多く生窪していることも一因であろう。

目標と努力の相関庇が耐111な&のではないだろうし，青年期の目標が大きくなればそれだけ成就感とは遡ざけ，気を

放らすか，気が倣っているように自己を承つめることを生じせしめるのだろう。勉強におわれて時間がないと云うの

は近年小学校から増加している内容である，学習内容が豊富になったこともあるだろうが，現在の進学，就職ひ圧迫

感がこれらの因子を表出させていると巻えるのは一般的である。

このように個々の悩承の内容にはそれぞれの関迎する原因があり，青年の時代にはいつもあるであろうと考えられ

る悩承，世代の変化がよけいにそれらを生じせしめていろと思われるも｡，人為的に悩鎮を生じさせていると考えら

れるもの，など’悩承の分肝も縦断面的考察が必要である。

表４悩承の分布および他校との比較
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没４は本校の悩承と他校との比絞である。

「勉強lこ関する悩承」の96は他校にくらべると少いの

は，現在の選抜方法に起因しているのかもしれない，又

狐五対象の選び方にも問題が含まれていることも反省し

なければならない。

「学校生活lこ111Iしての悩承上「友人関係に関しての

悩承」，「人生社会に111Ｉしての悩承」など他校よりやや

多いようである。

学校生活に関するものには教師雄団の協力によって解

決できる而が多いようであるし，其の悩承を存在させる

ことは必要なことであるが，悩承の与え方，うけとめ方

にもっと研究を必婆とするのではないだろうか。

蕊５は本校生の悩承を５位まで噸序ずけ士＄のであ

る０高校においては男女蓬が承られるし，又中高のllqに

表５本佼生の悩承の順位（５位まで）及び9６

寵'1号ⅡⅢ血

可l1Pll卓

この位睡の変化がおこっていることIこ注目したい。

これらの順位の中で悩承の対象としての友人関係の位避は５位である。内容としての友人関係についてはその解決

場面としての友人関係の位殴との関辿において承なければならないだろう。

変６慨承の棚淡者 表６から勉強についてはＨＲの先生が悩承の相

談者は若干あげられているがⅢそれ以外の内容に

ついては臆とんど相談相手にはなっていない，

（性質1こついて女子が４．９９６，人生社会について

女子が4.3％などあるが…･･･）。

生活弧の先生についてはどの項目についても皆

無である。これらは生活灘（生活脂導）がその移

行において111導訓育とのllll辿を残存させたこと，

および,現在の生活指導の窯目的さがこのような

残影を生徒の中に存在させていること，いいかえ

れば生活脂瀞の菰衝的働きかけの場は受験体制の

中てはうばわれてしまい，その存在さえ必要でな

いようにとられやすい，しかし－たん珈件や鞭故

がおこると孤影を表面に引き出した生活課への期

待がなされるのではないだろうか。本校の生活課

では，これらに対し生徒に鋤Iﾘの対象としての生

活課からの脱皮をめざし，生徒のはいりよい環境

の工夫,あるいは個別的カンセリングルームを作

りあげ，生活郷本来の姿へ税皮すべ<努力をかさ

ねているが，なかなか困建でもある。しかしこれ

らは生活弧の内部的努力と合せて学校組織の上で

の生活郷や生活}H導に対する共通皿解が保たれな

ければ生徒の側へはギャップとしての作用はある

にしても有効な働きかけはあまり期待できないで
Ⅱ） 

あろう。｜図立数奇研究周fの郷五によれば，「生徒

HIu1包り

Ⅲ0.0’９．m［ 

阯沮

］ｉ２．［ 

、｡ＵＩ［

、Ｕ･ＵｌＩｏｚ

①.国立教育研究所「生徒指導の火態と１１M皿」1958年３凡
・津間正文商佼生，現代教育学１G巻l961pp259～260

－２５－ 
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に勉強さえさせておけばよい」そうすれば生活指

導の1M1題;主全て解決すると云う考え方が全国の商

校の半数あると説明されている，これらは現在の

入試１１M係と生活指導のあり方との関連で複雑さを

含んでいることを説明している。学校の先生関係

への扣談Iこ比べて，家塵における相談の対象は多

いようである。又それらは項目腱よって通うこと

も大きな特徴として受けとられるだろう。男女と

もに他Bk容盗に関し母親に相談する％が商いよう

である。性柘，家庭，友人のことに関しての母親

の梢神衛生的眉値は大きいと云わなければならな

い。そしてこれらは日本の家族制度の中における

位地，および青年期のMi蚊に対する反抗と関係が

あると象なければならないだろう。女子教育の商

ようはこれらの価値をさらに高めてくれることを

期待できるであろう。近代社会の発達は過去の社

会Iこくらべれば家族災団から多くの磯能をうばっ

たと云われている，しかし家族貝相互の異圃性は

ますます大きくなっても，人ＩＨＩ生活においてはそ
】）

[j【ＬＩＵ！［Ｉ

の結合が強くなり,家族災団の意誰は蛍すます大きくなるといわれる｡そして｛[1銭者としての舩親が多く信頼を得てぃ
２） 

ることは多くの研究に承られる，その研究では男子において「母を好きだ」とするもののＩＭＩには差がなく，女子I土旺

を優位におくものが64.9％あるとしている，男女を通じても56.7％で母が十かれている，又「どちらがえらいか」と

の問いには父だと答えるものが多く，「どちらがありがたいか」との問いに瞳母親をあげていると税明されている。

これらの珈情が悩承の相談者としての位地すけをするものと承られる。しかしこれらの位地を友人関係の位地の移行
３）， 

により，とくに背年jnにはこの家族の悩承の相談詩としての位地も変化してくると考えられる。友人が相談者lこして

有効な指数にあることは表６によっても明かである。家庭の問題や学校のとくに先生や，学校のあり方iこ関する問

題，人壁絲今にl１０することには有効なのであろう。互いに独立した人橘者として，自主的に交際できるこの条件は､ｔ

要な人間形成の条件であろう，「だれにも相談しない」の％が高いことも今までの相談者の実nVと関迦をもちながら

注目しなければならない点である。男子において「自分の性質に関しては男子で70％強，家庭に関しても男子は７

％，学校生活では63.1％友人関係では男女ともに50～70％，とかなり商い率を示している。これらの原因と結果の轄

案には多くの点からの究明を必要とされる，原因'二ついても，理想と現実にその距離感がなくなったのか，それとも

鐘農惑の浬識ばあっても，解決をしたいと思わないのか，とくに後者の条件は何か，もつとりjらかにする必要がある
い

う。自分の性哲1こついて，もともと人１１０関係においては女(蘭衷で通じあう友人ＩＨＩ係の獲得がむずかしいことを感じら
切

れる。学校における孤立現象も,これら鵬にも相談しないと云う，6を高めていることになろう。
６） 

又これを「悩承が存在しないからではないか，悩承をiiht図的Iこ与える必要があるのではないか」という意見もある

ことにも留意する必要があろうが，先ほどのべた距離班の總識がなくなったのだとしたら，宵年期を幼児的過し方を

した成人の社会的不適応を考えないでいいのであろうか，捕繩的結びつきの観察きがなくても，自分の比較的内面的

なこと意でさらけ111しっムある現代の特性（私的なことを他人のiiiにざらけ'''十ものではないといった社会通念が現

大西誠一郎，家族間の緊張711年心理学講座31959,pp87-88

大西識一郎は。辻正三，児Jnを通じて承た家睡の力HMI的構造に関する研究，1952pp12-21･牧師養成研究会刊
年心理学，1953,PPM5～146などをあげ勘明している。

大西識一郎親子間の緊製と葛藤宵年心理学1959.plO3DpplO6-109

青井和夫小楽団の檎避と機能。今日の社会心理学l962PP､33～3J
小川利夫宵年の生活とlIIlMi，現代教育学第16進P,３９

第２回荷解学校研究大会において，本校生の悩承lこおける学友関係的要因の一考察の発幾（横山〕に対し名古
屋大学付商よりの質問

、

2） 
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在では欲求，私的弩え方に変化がおこっていること，

学校'二おいても正しい人間関係の促進の営承の効果

は，先生に自分のことを平気で大声で話しをするとい

った風潮，とくに異性の友人のことでそれを表面化し

た会話の機会にのせるものが多いが……など）との関

連でもながめる必要であろう。しかし悩承を持ち，そ

れが内部で不適応現象の条件になりやすいものを含ん

でいるとしたら高校数育の大きな問題点だろう。

悩承の内容における友人関係的もの，相談者として

の友人関係の意義は非常に大きいといわなければなら

ない。

又教育的意義についても多くの研究がある，青年発

達において，近代社会の人間の理念的な社会形成と現

在の社会要求との交叉場面として経験することは大切

なことである，
１） 

その他もろもろの有効な}日数をもち合せている。

友人関係の中で親友の影響はその性格形成にある意

味で正要な働きがあるようである。

そしてその親友関係の人数が２～４名内外のもの

で，これ以上拡大することがその結合の条件がわるく

なると云われる，又男子では中学と高校との間に，女
２） 

:承とめらｵしるという。こｵLらを本校の実態把握の視点

グラフ１．悩承の相談者の比岐

Ⅱ￣大阪菫B’

１
－
】

］ 

’ 

三

「

L｣ 

’” 

子では中学Ｌ２年と中学３年以上との間にあきらかに差異が承とめられるという。これらを本校の実態把握の視点

の一つにして熟たし､。

②友人関係の実態

現在同じ学年に友人があるか，ないか，について調査したものが表７である。商1,9796から喬３の96％まで男子

より女子の方が友人のあると答えている者の数は多いが，何らかの結びつきをもった友人が存在していることをしめ

している。

友人関係の生じる原因は発達段階'二よって違うようである。次に情緒的結びつきを考察してふると表８のようであ

る。商１と喬2.3との間に男女ともに大きな広きがあるようである。これは１年の機会の未熟さ，高２の中堅的活動

さ’高３の精神的安定さなどの影響も－．部はあるだろう。親友，知人，場の共有者などの概念規定には，親友とし

て，「自分の悩承，ほんとうに理解し，ともに悲し承，ともに喜んでくれるし，お互いを本当に倍頼しあっている，

いわゆる親友の間柄である」，知人として「一緒Iこ学校にきたり，休承時間lこ一緒にスポーツをしたりするが，内

面的なことはお互い全然ふれない，この間も私が困ったときに助けてくれなかったが私もそんなことはあまり気に

していない，学校で，一緒に行動することは多い上場の共有者として「クラスや学年が一緒だから会ったら話し

はするが，自分の方から積極的に話しかけない，勉強でわからないときなどたまにきくことはある。まあ同じクラ

ス（学年）という以外特別親し承はない」という規定を一応もうけた。男子の方は選択条件がきびしいと歌えて親友

の％は女子に比べたら低い，その他の内容として親友と知人の中間的関係というのが多い。これはこちらの択一式を

とったので，このようなその他があらわれたと思われる，なお親友と知人をもちあわせているものは親友だけをあげ

たのでこれ以上に情緒的結びつきの薄い層の96は高まると考えられる。親友が50％近くあり（とくに女子'二は80％近

くあるが）摘承の相談者としての位地はある程度保たれていると觜えていいであろう。とくにこの学校では親友の条

件となる知能指数や経済的条件，それに精神的発達【こついてもある程度の共通性をもちあわせている。とくに知能指

数など全体に高い｡グラフ３は親友の人数をあらわしたものである｡今まで人数は２人から３人と云われていたのも太

①右崎恒次郎現代教育社会学1956,ppl46～157
②望月衛青年心理学l951pp72～7３
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友人関係の内容変８ きな述いぼないが

４人'二かなりの９６

が示されているこ

となど新しい意験

の発現とぷていい

場面だろう。商

２０商３の女子に

４人グループが多

いようである。５

人グループについ

ても商２は16.1％

もあるが，小災団

研究の定義や，そ

の他の機能（－IRu

interaction」など

の面からも６人以

上の親友が不可能

なことは説明がな

されている。グラ

フ･Iと義９から怖

締的結びつきの内

容によって人数の

ワクが広がってい

くことがうかがえ

る。これらの関係
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表9．知人の数について表8．親友の人数

００１３７.［ 

曲■Ｊ１人□■ＤＩＥ

師▲Ｊ１几［

３１１３．８１２０．７ｉＵ 

501２日

【Ⅸ１１]、１４［

Ｈ１１１Ｕ［ ］､５１１．Ｕ ］［ ]０１４【

③U死「､■[1

rＩ２１１ＵＩ 

I】･ｎｌＨ－Ｔ
異ヨゲＩ乳１１００

｢､↓■［: 

にとって個人が何らかの利害関係をもち得るのはやはり６～７名位であ
Ⅱ） 

ると云う説明にも耳をかたtFける必要があるだろう。（勿論formalな

grouZDとinfbrmalなgTonpの中間的人数の規定は明確ではないが)。

表10は親友，知人の中に異性が人数としてどれ位含意れているかを調べ

たものである。男女両性の正しい理解と云う点に関しては」鐸制度は有

効であったようである。「好奇心よりも人間として尊丞すること，社会

の中で両考の正しい協力関係が必要であること，現在と将来の男女の人

iMl像の認識の上に立ち，現在を正しく理解し能力の適正を考えてそれを

社会へIlnけて貢戟できるようにしていく」ことが，現在の高校生の意識

になりつ上あると考えてよいであろう。それらは統計的上にも親友関係

のに１ｺにも異性を含んでいるという取突がその説明の一翼をになうことに

なるだろう。フォークダンス，歌う会，それに教科学習における相互作

用は云うに及ぽず，人間的接触をもっていることは正しい姿として指導

の上にのせてやる必要があろう。正しい科学的理解は好奇心のはいる余
やは、両伴の惚力を必要とすると巷える。人IMI科学が成立するとすれ

グラブ４知人の人数

地を与えないだろうし，人間の正しい理解はやはり両性の協力を必要とすると肴える。人間科学が成立するとすれ

ば，まナ蓑すこの点は強張されるであろう。これは我々が，個人差や，性差の尺度と同一化したり，差異を優劣に結
びつけたり、罪悪に結びつけたりすることへの一つの反省にしなければならないだろう。

表11は頻数は少いのであるが，親友や知人がどの程庇，自分の周囲との関連で，人間的砿立がなされているかを詮
たものである。結果は移行期的結果としては好ましい状態と云えよう。３７９６強（顎数は少いが）もある「あまり意
識しない」「全然意識しない」は今後の指導の参考資料として生かしていけるようである。知人についても24.1％あ
る（頻度が少いので統計的処理とそれの考察iこは相当慣IItなとりあげかたをしなければならないが･･…･)。
友人がない人に関する解答数は少い(謀７からわかるが･･･)ので内容を参觜のために列挙して象允い。「友人が欲し

①青井和夫，小集団の構造と機能，今日の社会心理学，l962pp4-5

-29-
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D亘寺一

● 

漢１０親友,寅１人の【|】に異性が含まれるか
び いか」のIlllに対し「欲しいときもある」に46.7％

（Ｎ＝７）｢非術に欲しい」26.7％（Ｎ＝4）など

の内容をあらわしている。女子については「非常

に欲しい」の内容が多い。友人の愉諸的而に対す

る期待については90.996（Ｎ＝10）が親友を求め

ている。友人の人数はどれ位がいいと思う力､の問

に対して，54.5％（Ｎ＝6）が２人，27.3％(Ｎ＝

３)が３人をあげている，これは親友関係との関遮

で承るとらなずけるところである。親友の異性に

111ＩするIMI翅については「どちらでもよい」という

のが50.0％(Ｎ＝5）「l剛性の方がよい」が30％(Ｎ

＝3）「異性の方がいい」が2096（Ｎ＝2)といった

内容になっている。

現在友人がなくて，これからも友人が必要でな

いと答えている若のJ1uIilは「他の迎中も親友とい

ついるが本当の親友なんてあるわけがない，お互

いお世辞をいうより－人の方がよい」という懐疑

的な内容である。

現在のこのような友人関係の実態に対し，これ

らがどこで，どのように営まれているのかと明か

にし,､教育的街鎮としての具体化をはかる必要が

生じてくる。

Ｊ１１００１１８．０１０．１１BＧ 

ＪｌｌＵＵ１３ｐ３１４［ 

qU１１７．２８２．８０｝10015.911.ROE 

別、

､】［

皿４１Ⅲ

９１１００１２０.00用

ロ【

JOlll､６８５．０１３．４１１１００１０１６．７'6６ 

表】１親友，知人Iこおける異性の存在について
－〔Ⅱ〕－

小学核，中核枝初期では学校内の

条件より学校外の，他律的（地理的

条件など）なものに作用されやすい

だろう。中学，商校では友人関係の

内容自体の極雑さ，変化がそれらの

条件以外に目ill的というか，自己の

内而の接触を必要とさせるようにな

る，そしてそれらが学校のとくに年

令的，その他の而で平等な条件に近

いということが，友人１１０係の有効な

場であることがIjUかにされている。

LGwi2MDGroupdyJMlmicの理論

や火醗はこれらを梨団との関辿でと

らえるべきことを教えてくれてい

るDPsyCI1C-groupやSoicogroup

の友人IHI係促進の災態やこれらIこ関

係する勝因子の究明が学校教育の有

効な劉を知ると云う意味からも必要

腰なってくる。

Psych⑥-grmlpとしてばここでは

一応clubをとりあげ，Socio-group

０.ＯｌＯｌｌＯＯ２５｡［ 

[Ⅱ［ 

ＪｏｎＩ５０－ｕｌＲ［ 

]ＤＤＲ 】’Ｉ］

］’【．

。⑤｡’４二ｓ卍

&Ｉ７局.［

Z６－７Ｉ［ 

【Ⅱ【
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一己

Ⅱ） 

としてI±Homc-roomを比鮫の便ざ上からとりあげろ。「これら鷹roupの規馳を指導上の方法の基礎として使用せ

よ」というＲ､ScluoTingの宮に耳をかたむけながら……。

茨８，９とMU迦して集団場而への考察対象について端干韮礎的資料としてあげたものが表12,13,14である。友人の

数について７人以上というのに男子が多いことが特誰すべきことであろう。

これは表８，９の調査対象と述うためと，この学年のとく付属中学出身者については中学時代のgroulD-workの意

図的努力の結釆とも受けとれる｡(グループがざ叢りきっていて孤立者がでることがありその責任がグループづくりに

あるようにとられている，孤立者をグループの内にいれる努力はあ堂Dはらわれない）もしIiI紺的結びつきなどとの

関連でも７人染団が存在するとすれば，又それらが好的脂数を示すとすれば，これらのプログラムは指導に実験結果

として生かせるであろう。

表１２親しい友人の数饗１３親しい友人の性別
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①この分類はＨ､Ｈ,Jenningsや京大石井完一郎氏「少年補導」の分類による，又club.，Home-roomをゾシオ
メトリー実施の限界とllj1約から村111窪堆他の社会１１M五の技術はPsyche=groupとしている。～
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表14は友人のＩＨＩ緒的結びつきの程庇を話しの内容から判断することで言葉の上で「親しい友人」と云う規定とどの

ような関連をもつかについて調べたものである。

男子では「学習について」，「趣味について」の96が高く，女子では「学習について」「寒庭のこと」，「何でも

鑑合う」など低学年では巡った内容で内面的接触が行われていると断判できるだろう。

表15は親しくなった理由がどのようなものであるか，既述の噺境的条件やgroupの位地を知るためのものである。

調査の時期や，学年の槌成の１１０係から以IXIからの知りあいと云うのが男女とも多い，それについで「ｃｌｕｂが同じ」

「地理’交通11Ｉ係」「気が合う」などPsyc]】e，Soci｡､g｢Cupなどの影響の大きいことがうかがえる。表15と関連して

とくに入試に11U迎して外部入学者の女子で，外部入学者だけで友人ＩＨＩ係が維持されていることはclub，IIDmc-Toom

いずれの取扱いにしても現在の学校教育のあり方．及び学習に対する利害が友人関係の相当強度の因子になっている

とすれば，これらを全体的鯉和の前提とすることが函雄なのかもしれない，とくに観察法によれば，高学年に進むに

したがい，このgrouPのあり方が学年の助きに多くの影響を与えること，又その種の結合した染団の凝雌性が高まる

ことが観察される｡これらがgroup-woTkとしての剋主しい態度育成lこむけられるよう指導が生かされるべきである

が，他の蝿団への影響の仕方Iこ注目する必要がある芝ろう：

変18,19はClass及びclubがどれＩ量どJIL団の帰属性をもつかについて兜であらわしたものである。いずれも「同異ク

ラス」，「同拠クラブ｣が相当商い，これについては今後活勒の雛統を含めて変化を承る必要があろう。以上のような

如団の特性をiii提にし，第１次と第２次の調査において物理的時Ｉｌｌｌの霞過の他に,「教育災習」「夏期休穀中の簾行」

「スクールキャンプ」「水泳大会」「学閲祭」「フプンシーパレード」，「体育大会」「生徒会役員避蛎」「クラブ

又川雛習」，「クラブ合椚」「容体承lMilIll」その他学校教育のIIJで意図的にプログラムがつくりあげられている，こ

れらの経験を皿すことにより，それらがどのような変化をするか'二ついて，ソシオメトリーを用いて測進したもので

ある。

表１７外祁からの入学瀞の学友Illl
衷１６外部入学者の親しくなった孤由

係の現状について
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螢|ﾖｺﾐＩ
13 

100.0 
男

19 

100.0 
女

！ 

表１９クラブと友人関係 茨20と21は梨団における特

性の変化を比較したものであ

る。Home-roomでは第１次

よりも第２次が凝姫性，をは

じめとしてあらゆる梨団的機

能が上昇していることがうか

がえる。又Ｈｏｍ④‐rcomIHUの

特性があらわれている。これ

らが何に起因するのか，とく

に牧師と生徒のiJUteTac8ionl二

我１８クラスと友人関係

両
な

価
・
鍵
ク
ラ
ブ

異
ク
ラ
ブ
だ
け

同
ク
ラ
ブ

異
ク
ラ
ス
だ
け

し

芸|鱸
68 

100.0 

男
一
女

2.91 ８．８ 

71 

100.0 ９．９ 

よるのか，しかもそれが民主的に，嗽制的に，放任的におこなわれたかなど商校期のHome-room迦営'二多くの参考

資料を提供してくれるであろう。

clublこおいても男子のテニス．バレーボール，折１１６，女子のテニス，ワンゲル。演劇など，凝染性の変化をしめし

ている。この寅料に牽引し（attTaction）に反掻（rePulsiuJu）の両而のとらえかたに欠けているが，多くのclubにつ

いていえることば，Sociogramの結果から，これらはほとんど「pmirsや「trningles」であり「Stars」ではない。そ
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れはいいかえれば,Leadershipのとられない状態が存在していることがうかがえる，とくに同年令であり,目的集団ま
での進展がむずかしいなどの条件がLeaderの生じる要素を欠かせる方向へむけていると考えられる｡gToup自体民主

ｌ） 

的運営，自由放任的運営力:そのような状態を生じせしめているのが,其の民主的運営への過度期現象なのか，共通目
標が作られないほど,個性発現が充分でないのか，leaderが育ちえないということは一つの研究課題である｡しかし

２） 

leader-shipがprogramや典団の凝集性と関係があるとする考え方'二は集団を有効なかたちで学校教育の中で活用
していこうとする場合leadership（民主的な）をもったものの育成に努力する必要があろう。又人間形成の努力が

はらわれないとＲ・MStogdill，のいう能力（知性，機敏さ，発言能力，独創性，判断力）②業績（学識，知識，体
力）(3)責任感（頼もしさ，王導性，忍耐力，攻撃性，自信，他に優越しようとする欲求，(4)参加態度（活動力，社交
的能力，共働性，適応性，ユーモアの感覚）(5)地位（ソシオメトリックな地位，人気，）などやＣ,Ａ,gibb，の研究

３） 

による(1)精力的，(2)目｛言の強さ，(3)知性，(4)雄弁，(5)首尾一貫した態度，(6)人間性へCD洞察力など育てることは困難
４） 

であろう。勿論全体から遊離されたleaderの養成ということ|こついて根本的な吟味も必要であるだろうが…｡友人関
係が高校期Iこなると内面的触接が必要になる，その内面的接触の場としてこれらPsyche-groupとしてのclub，

Socio-gTonpとしてのHome-roomいずれもその築団の柵造やふんいき，および実際上の運営はそのmenberの
iuteractionに大きな影響をおよぼすと考えなければならない。３７年１２月の新しい調査によれば視点をここになげか

けてくれるようである。

表20ホーム・ルーム，クラブ梁団の特性
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グラフ９〔YG検壷lこよるクラブの特性〕 検遜値（平均） 揮噸蝿差値
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〔古美術女〕（37年12月）
問２の２学期を終ると木I女でもクラブ活動の面接参加から

連のいていくようである。

商２のはじめでさえ，何らのクラブにも関係しなかったも
のが荷１の約４倍ある。

第20,21,グラフ，6,718,について若干巻察して承たい゜学

級jI3団については，扣互作jHlH数，凝某性ともに変化はあま

り承られないが，クラブ架団では迎助，学芸ともに多くの変

化を生じせしめている。これら梨団の特性ほこjILら姫団の人

FHlHl係（友人'１０係）促巡の機能を多くもっていることがうか

がえる。とくに表21の活助との119係でこれらを承るときに常

時活動をしているものほどinterncIionindexもimdcxo【

groupcoIucsionも商い。しかし商３になると－ロの生活時１M

の｢'1でクラブ活ilMlにさけるIllillⅡがなくなるということは人間

形成の而からは大きな}【I尖1Fあるといわなければならない。
学校教f了でl：I己iMi外的利川をさけて､1k鵠の自己疎外的条件

I｡§充らあふれているようである。

グラフ6,7,8,はとくに商い（intcTactionnindcxやiJudcx⑥tgroupcoI1esion）をしめしているものが，Sociognm
の上でどのような変化塗しめし，又高率とｇｒａｍのｔｙｐｅとのIMI辿たをJZLものである。人数の多いところで商い価が
継統しているところはnetLypC（網０，が多いことがわかる。これらは既述のlcMeTsIuipの養成とUU迎させ，今後
のｃｌｕｂ活mllClIi導の兵体的内容として指導場面に生かすべきである。

変２２ＹＧ検交によるクラブの特性

ｊｌＣｏｌＡｐ 
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我２３田中・ピネー式知能検査クラブ別
６１ 

１１知能点 偏差値
変22グラフ５は木佼で実施したＹＧテス

トの結果をクラブ別に梨叶したものであ

る。、（t1峰性）について新川クラブが高

いので特鑛される。Ｃ（怖緒不安定）につ

いて｣1[球クラブが問い。Ｉ（劣等感）は学

年の特性があまりでていない。Ａｇ（攻撃

性）について水泳，jlZ球，テニス,波劇な

どにかなり商い得点が弓Lられる゜Ｇ（－段

的活砒性）は全般に高い１W点をしめしてい

る，脊楽は低い。

Ｔ（恩砦的内容）に新HHリエin球,パスケ
ｕ） 

ツト，英語，イヒ学が商い以上クラブU､平均

化された特性がだされたのであるが,これ

らがクラブによる特朧が,そのような性桁
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ど，この実態からは把握の材料を導き11'す

ことは困鐘である。これらのグループが気

傲Ｉ性幡まで触れ合う関係から外周辺へ向

い，社会的態度，愈見などに至るまでこれ

らの中に含室れる因子は学校教育の中で有

効なteckniqueになりえるだろう。

茨23は田中Ｂ式知能検査法によるクラブの特佳をあげたものである。これは商２．３年（当校では商３は実質的'二は

クラブに参加しないが）における相関を今後の劉蝿として解決をはかりたい。

表２５変っている人はその人数

はどうですか

義２６変っていない人は現状

についてどうですか

饗２４親しし､友人の数は６月と

変りましたか性

,終ifil憲愚|蓋1葱'11ﾐ:XiL闇

明無
記
不

い
な
い

変
っ
て

畷|蒜時|煮'一： 男稔;煮|急|-：
玄|猯競|煮|誌 玄|論|意|荒言：

表２８友人の数の変った理由汲２７友人の数の変った理由

クラブ活助関係

鵬檸鑿譽|灘

表２９親しし､友人との話しの内容は６

月からすると変ってい童寸か

変２０話しの内容ほどんなふう

に変りましたか

Ｉｌｌ１ﾐ{:ご|難|鑿藤ｌｉｉ
蝋|蒜荒|急諒Ｉ
玄|潟嵩|丁l蒜]0.01８．５１３３．８１５４．９１２．８１［ 

表3lあなたは６月からクラブを

変っていますか。

表３２現在クラブ活動lニどれぐら

い参加していますか。

５８４日
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Ｎ＝２２ 表３３現在のクラブに対する希望
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表３４現在のホーム・ルームに対する希望

無

間
が
少
い

お
互
い
の
接
触
時

な
い
に
あ
ま
り
期
待
し

ホ
ー
ム
・
ル
ー
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や
り
に
く
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グ
ル
ー
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が
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親
し
い
者
同
士
の

い現
在
の
主
意
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よ
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べ
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単
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の
活
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を
や

ホ
ー
ム
・
ル
ー
ム

た
叩
が
多
す
ぎ
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伝
達
・
形
式
ば
つ

し
に
く
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ま
じ
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な
話
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何
と
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思
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リ
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な
い
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て
の
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と
富
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記

荒'芸|司惹|急芸|蒜!荒'器'三
義３６現在の友人関係をこのまま続けてゆきたいか。表３５現在の友人関係がプラスになるか。

無
記
不
明

な
わ
か
ら
な
い

な

な
る
よ
う
だ 凸Ⅱ｡

る い

男’10諾 66.315616山0５１４．８

女｜１０調72.814.315511621Ⅲ２ 【Ｈ１･ＵＩｔｊ･巴

club,やHome-roomの凝染性や相互選択などに関連をもちながらもその災団の基本であるdyardrclmtionshipは

多くの変化を生じせしめる場合が多い。友人の数，話しの内容，クラブなどへの参加，名梨団への希望はこれらの事

項を裏がきしていると考えてよいであろう。

今後の問題点

悩敦における学友関係では，とくに悩承の相談者という位地において，又理想を具体化する次元において正要なこ

とがあきらかにされた。誰lこも相談しないという群を学友関係の今後のあり方という観点と併合して承つめていくと

背年期の人間関係のもっと荷い価値的而があきらか腱されるかもしれない。

学友関係が相互作用であるだけにそこには「気質的なことをふれあう関係」から「意見をのべあう関係」まで多く

のIIJをゆうしている，これら補緒而のとらえかたと災団としてのとらえかた，個人的問題点になるが，心理学や社会

学の知識をたくわえることが急務のようである，又長期にわたる研究組織やそれらの中で具体化される項目を問題と

解決のレールの上lこのせること，又具体化から抽象化をはかること，など問題は山識している，学校教育の支えにな

る教育学の確立への期待とともに学校教育に対して科学的態度をもつことの必要性を痛感した。

クラブ蝿団が機能的には高度のものをもちながらそれがBlI与する時間的ワクのなさをどうすればよいか，これらを

進学，就職桟などとの対比（鱗層）でとらえて承なければならない。研究といっても他人の業績を吸収することによ

り出発に位超したばかりである。自分ないこ問題点を惑じた而もあるし、それでこの研究に着手した意味はあったと

信ずる。あせらず－歩一歩資料染めに精だし，いくらかでも問題解決に役立て，できるならば系統的体系を確立でき

る夢をもちたいものである。なおこの中の資料で第２回高等学校教育研究会（奈良女子大付高），第３回高等学校教

育研究会煉京教育大付属駒場高）で発表したものがある。

ここ鴬で左とめるに際し，研究会の発表の前に東京教育大の竹之下教授ｌ乙特別のご指導をたまわりました。調査実

施に際して本校生活深の三鼓先生はじめ多くの先生方のご協力をえました。大阪府，市の教育研究所の先生方，火

－４３－． 

続けたい やめたい
い

どうでもよ 疑問がある わからない
せる

自然にまか 無記不明
男

２６２１ 
100-01 93.91 ０ 0.8 ３．４ 0.8 ０ 1．１ 

女 1０ i5il 7７．８１２．７ 7.0 1.９ 8.8 0.8 0.8 



阪，日新高校の岡田先生にはこの研究の出発に際しご尽力をいただきました。その他多くの方々のご協力で今一部を
まとめました。感謝の気持は今後問題点の解決への接近によって確かめていただくつもりです。
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